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　９月20日の「バスの日」
にちなんだ記念イベントが９
月15日、日田バスセンター
で開催されました。親子で楽
しむオリジナル缶バッチ作り
や１日無料乗車体験等の催し
が行われ、バスを身近に感じ
るイベントとなりました。



　10 月６日から 11月 25日の期間に、第 33回国民文化祭・おおいた 2018、第 18回全国障害者芸術・
文化祭おおいた大会が開催され、県内市町村において、様々な文化・芸術イベントが実施されます。

①大巻伸嗣個展『ＳＵＩＫＹＯ』
　「水の森」をテーマに、国内外で活躍する現代美術家・
大巻伸嗣による個展『ＳＵＩＫＹＯ』を開催します。本展
では、日田の歴史や文化から着想した新作２点を発表しま
す。今回作成した作品について、作家自身が語るアーティ
ストトークも開催します。

■とき　　10月６日㈯～11月25日㈰
　　　　　午前９時～午後５時
■ところ　アオーゼ多目的ホール、　　　　
　　　　　旧料理屋「盆地」（亀山町）

＜大巻伸嗣アーティストトーク＞
■とき　　11月３日㈯
　　　　　午後１時～３時
■ところ　アオーゼ２階　会議室
■募集数　80人（要予約）
※予約・詳細等についてはホームページ（https://www.suikyo.
　info）をご覧ください。

①日田杉×まちなかアート
　日田杉とコラボした障がい者アートでまちを彩り
ます。絵画や立体作品などを市内各所に展示し、市
民健康福祉まつりでは、日田杉を使った作品作りを
体験するワークショップも開催します。

＜展示＞
■とき　　10月６日㈯～11月25日㈰　
※各会場で開館時間が異なります。

■ところ　日田駅、市内商店街等

＜ワークショップ＞
■とき　　10月７日㈰　
　　　　　 午前９時30分～午後３時
■ところ　パトリア日田　小ホール

②平成30年度咸宜大学公開講座
　咸宜大学では、市内の60歳以上を対象とした受講生に、月１回講座を行っています。今年は日田が国民文化
祭の短歌・俳句会場となることから、俳諧・短歌・狂歌・香・茶など、多方面な趣味を持ち、廣瀬淡窓が「多材
多芸の人」と称した「森 春樹」について公開講座を行います。

■とき　　10月18日㈭　
　　　　　午後１時30分～３時30分（午後１時～開場）
■ところ　パトリア日田　小ホール
■テーマ　日田の先哲「国学者　森 春樹」
■講師　　福岡大学教授　高橋昌彦 氏

②水の森短歌大会
　九州・山口から募集した作品の入選発表や表彰式、
記念講演会を行う短歌大会を開催します。

■とき　　10月14日㈰
　　　　　午前10時30分～午後３時30分
■ところ　パトリア日田　小ホール

③水の森全国俳句大会
　全国から集まった事前投句作品や当日投句作品の
入選発表や表彰式、講演会を開催します。
　また、大会前日には市内の自然や文化に触れ、俳
句を作る、吟行を開催します。

＜吟行＞
■とき　　11月10日㈯　午後１時～５時
■ところ　亀山公園、小鹿田焼の里
※参加申込受付は終了しました。

＜俳句大会＞
■とき　　11月11日㈰　午前10時～午後３時
■ところ　パトリア日田　大ホール

参考：『Liminal Air Space-Time』2013

問第 33回国民文化祭、第 18回全国障害者芸術・文化祭日田市実行委員会
　・【リーディング事業】社会教育課文化振興係☎㉒６８６８（アオーゼ内）
　・【分野別事業】社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

問日田市水害復興芸術文化事業実行委員会事務局（社会教育課内）☎㉒６８６８（アオーゼ内）
　

問社会教育課生涯学習推進係☎㉒６８６８（アオーゼ内）
　

①水害復興イベント『日田の山と川と光と音』
　日田市の水害復興を目的に、世界で活躍する『ライゾマティク
ス・アーキテクチャー』による、日田の大自然を舞台とした一夜
限りの光と音のイベントを開催します。

■とき　　10月27日㈯　
　　　　　午後６時開演予定（日没後）
■ところ　市内某所
■出演　　Ｓａｌｙｕ（女性歌手）
※詳細はホームページ（https://mrlshita.jp）をご覧ください。

国民文化祭関連事業

②舞台演劇～島ひきおに～
　絵本「島ひきおに」を題材とした舞台演劇を開催し
ます。障がいのある人ない人、総勢30人で一緒に練
習を重ね、創り上げたものを発表します。
■とき　　10月７日㈰
　　　　　午後１時～２時
■ところ　パトリア日田　大ホール

「市民健康  
 福祉まつり」と
　　同時開催！

※市民健康福祉まつりの詳細は10ページをご覧ください。

分野別事業 無料

リーディング事業
水郷ひた芸術文化祭 2018 無料

どなたでも無料で
参加できます！
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子供・高齢者のインフルエンザ
高齢者肺炎球菌

予防接種を
受けましょう
問健康保険課保健医療係☎㉔３０００（ウェルピア内）

インフルエンザ予防接種の経費を一部助成しています
▼対象者　日田市国民健康保険の被保険者（65歳未満）

※60歳以上65歳未満の人で、心臓、腎臓、呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能障害がある人（身体障害
者程度等級表の１級相当）及び65歳以上の人は、高齢者インフルエンザ予防接種の対象となります。

▼接種期間　10月１日㈪～平成31年１月31日㈭

▼助成内容　インフルエンザ予防接種に係る費用を医療機関に支払ったとき、１,０００円助成
※一人につき年度内に１回、申請の受付は平成31年４月30日㈫まで。

▼申請場所　健康保険課、各振興局・振興センター

▼必要書類　印鑑、世帯主の口座番号、国民健康保険証、領収書
※領収書には、接種した全ての人の氏名、接種した日、インフルエンザ予防接種が明記されていることが必要です。
問健康保険課国保・年金係☎㉒８２７１（市役所１階）

高齢者肺炎球菌予防接種
　この予防接種は、生涯で１回のみの定期予防接種と
なります。よって、今年度対象となる人は、今回の機
会を逃すと今後は定期予防接種の対象とはなりません
のでご注意ください。
※予防接種を受けることについては、それぞれ個人で判断し
てください。

▼対象者
　市内に住民登録をしている人で、次の①又は②に該
当する人
①平成30年度に次の年齢となる人
　65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳
※４月２日付けで個別に通知文書を送付しています。
②60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能又は
　ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能障害がある人
 （身体障害者障害程度等級表の１級相当）
※既にこの予防接種を受けたことがある人は対象外です。

▼自己負担額
　２,３４０円（予防接種を安全に接種できるかを判定
する診察のみの場合は、９１０円）

▼接種期間　４月１日㈰～平成31年３月31日㈰

▼持参するもの
①個別通知に同封した予診票
②住所、氏名、年齢を確認できるもの（健康保険証等）
③身体障害者手帳等（対象者の②に該当する人）
※対象者で、生活保護を受けている人又は平成30年度市県民
税非課税世帯の人は無料です。ただし、証明書が必要です
ので、生活保護を受けている人は社会福祉課、市県民税非
課税世帯の人は税務課で証明書を取得し、医療機関に提出
してください。

※非課税証明の取得には印鑑を持参してください。

▼対象者
　市内に住民登録をしている人で、接種日時点に次の
①又は②に該当する人
①65歳以上の人
②60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能
又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能障害が
ある人（身体障害者障害程度等級表の１級相当）

▼自己負担額　１,４５０円（予防接種を安全に接種で
きるかを判定する診察のみの場合は、９１０円）

▼接種期間
　10月１日㈪～平成31年１月31日㈭

▼持参するもの
①住所、氏名、年齢を証明できるもの（健康保険証等）
②身体障害者手帳など（対象者の②に該当する人）
※対象者で、生活保護を受けている人又は平成30年度市県民
税非課税世帯の人は無料です。ただし、証明書が必要です
ので、生活保護を受けている人は社会福祉課、市県民税非
課税世帯の人は税務課で証明書を取得し、医療機関に提出
してください。

※非課税証明の取得には印鑑を持参してください。

子供インフルエンザ予防接種

▼対象者
　市内に住民登録をしている、生後６か月から本年度
中に12歳となる小児（小学６年生まで）

▼助成額　
　１回あたり１,０００円

▼助成回数
　対象児１人２回まで（期間内）

▼助成対象期間
　10月１日㈪～平成31年１月31日㈭

▼助成方法
　上記の助成額を差し引いた費用を医療機関に支払う
※接種費用は医療機関によって異なります。

▼持参するもの
①予診票
　（医療機関に指定の予診票を備え付けています）
②母子健康手帳
③住所、氏名、年齢を確認できるもの
　（健康保険証等）

　インフルエンザの予防接種を受けておくと、インフルエンザにかかりにくくなり、かかった場合も症状の
重症化を抑えることができます。体調の良い時期に、早めに予防接種を受けましょう。

高齢者インフルエンザ予防接種

※実施医療機関は左ページに掲載しています。

高齢者肺炎球菌、高齢者インフルエンザ・子供インフルエンザ　実施医療機関
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中津江村栃野
石井町２丁目
隈１丁目
城町１丁目
本町
清岸寺町
三本松２丁目
若宮町
田島１丁目
中央１丁目
元町
銭渕町
清水町
本町
田島２丁目

秋吉病院
麻生小児科医院
池田医院
石井産婦人科
井上鶴川堂
井上内科
岩尾整形外科病院
岩尾病院 
上野公園病院
大分県済生会日田病院
大分友愛病院
大河原病院
奥平医院
河津内科呼吸器科
隈診療所
桂林病院
功能整形外科医院
こじかこどもクリニック
児玉医院
五反田病院
佐藤内科医院
下飛田小児科
城谷病院
聖陵岩里病院
聖陵花月クリニック
膳所医院
新関内科医院

上城内町
三本松２丁目
上津江町川原
天瀬町合田
淡窓２丁目
上手町
天神町
清岸寺町
大宮町
新治町
中央１丁目
玉川町
三芳小渕町
南元町
大山町西大山

朝倉市杷木
        〃      
        〃      
        〃      
        〃      
うきは市浮羽
        〃      
        〃      
うきは市吉井
小国町宮原

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×
○
○

○
○
○
○
○
○
×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○

×
×
○
○
×
○
小
×
２
○
小
○
○
×
小

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

☎㉔５５７８
☎㉒７１５１
☎54３００１
☎57２５００
☎㉓３１８１
☎㉓８８８９
☎㉓６００９
☎㉒１６４８
☎㉕５１８８
☎㉒２６６２
☎㉔４１５５
☎㉔３５８４
☎㉔１５１５
☎㉒７１７１
☎52２０１７

0946-62-0721
0946-62-0061
0946-62-0111
0946-62-0501
0946-62-0676
0943-77-3588
0943-77-7788
0943-77-7251
0943-77-2065
0967-46-3111

原整形外科医院
原病院
日田市立上津江診療所
日田市立東渓診療所
日田中央病院 
日田リハビリテーション病院
日野内科
福田医院
福田内科クリニック
堀田クリニック
松浦クリニック
宮原レディースクリニック
みよしクリニック
若宮病院
渡辺医院

重松医院
田辺医院
森山内科
山鹿医院
和田外科医院
上田内科胃腸科医院
国武内科医院
筑後川温泉病院
平田外科診療所
小国公立病院

大分県外の医療機関

※小…小学生以上。
※２…２歳以上。

※予防接種を受ける際は、各医療機関へ事前に連絡してください。
※上記の表の大分県外の医療機関以外の医療機関で、高齢者のインフルエンザ及び肺炎球菌の予防接種を受けたい人は、個別の
手続きが必要となりますので、事前に健康保険課保健医療係（☎㉔３０００）にお問い合わせください。

65歳未満の日田市国民健康保険加入者にお知らせ

2018. 10. １　広報ひた広報ひた　2018. 10. １ 45



　保護者の病気や経済的な事情など、様々な理由に
よって、家族と一緒に暮らすことが難しい子供を家族
の一員として迎えて育てる人のことです。
　「里親制度」は、児童福祉法に基づき、児童相談所
から委託を受け、公的な役割として子供の健やかな成
長を支援する仕組みです。

里親とは

里親の種類 里親はどんな人たち？

あなたも里親になりませんか？

養育里親
家族と暮らせない子
供を一定期間、自分
の家庭に迎え入れて
養育する里親

養子縁組里親
養子縁組によって、
子供の養親になるこ
とを希望する里親

親族里親
実親が死亡、行方不
明などによって養育
できない場合に、祖
父母などの親族が子
供を養育する里親

専門里親
虐待や非行、障がい
などの理由によっ
て、専門的な援助を
必要とする子供を養
育する里親

　子供が好きな人や子育てが落ち着いた人など、様々な人
がいます。里親になるためには、特別な資格は必要ありま
せん。必要なことは、心身ともに健康であり、子供の養育
についての理解や熱意、愛情を持っていることです。

　市では、短期間（数日から数週間程度）養育する里親
や、乳幼児から長期で養育する里親など様々な里親を募集
しています。
　市内では現在４世帯の里親家庭が子供（里子）を育てて
いますが、委託できる里親が不足しています。里親制度に
興味がある人は、下記説明会に参加してみませんか。　

特別な資格はいりません

〜
あ
な
た
を
待
っ
て
い
る

子
供
が
い
ま
す
〜

　　私
た
ち
が
「
里
親
」
に
手
を
挙
げ
た

き
っ
か
け
の
一
つ
は
、
実
子
の
子
育
て

が
終
わ
り
か
つ
主
人
の
退
職
を
機
に
何

か
し
ら
社
会
的
貢
献
が
で
き
な
い
も
の

か
と
考
え
て
い
た
こ
と
と
、
末
の
子
が

大
分
県
中
央
児
童
相
談
所
に
勤
務
し
て

い
て
「
大
分
県
に
も
親
と
一
緒
に
暮
ら

せ
な
い
子
が
た
く
さ
ん
い
る
の
ね
。
」

と
い
う
一
言
で
し
た
。
も
う
一
つ
は
主

人
が
ま
だ
現
職
で
い
た
こ
ろ
、
母
子
で

生
活
し
て
い
た
あ
る
家
庭
で
母
親
が
緊

急
入
院
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
間
の

子
供
た
ち
の
面
倒
を
誰
か
が
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
関
係
者

が
奔
走
し
て
い
る
状
況
が
発
生
し
ま
し

た
。
そ
の
時
に
主
人
が
「
も
し
も
の
場

合
に
は
子
供
た
ち
を
家
に
引
き
取
り
た

い
が…

」
と
言
う
の
で
、
「
今
、
困
っ

て
い
る
子
供
が
目
の
前
に
い
る
の
だ
か

ら
、
家
で
面
倒
を
見
ま
し
ょ
う
。
」
と

覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。
こ
の
時
は
そ
の

子
供
た
ち
が
我
が
家
へ
来
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　そ
し
て
10
年
前
に
里
親
登
録
、
そ
の

年
に
里
子
を
受
託
、
そ
し
て
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　「
た
か
が
一
人
、
さ
れ
ど
一
人
」
実

親
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
私
ど
も
に
と
っ

て
も
か
け
が
え
の
無
い
、
い
た
い
け
な

子
供
。
今
も
、
あ
な
た
の
手
助
け
を
必

要
と
し
て
い
る
子
供
が
い
ま
す
。

日
田
市
在
住
の
里
親
の
声

問大分県中央児童相談所里親担当☎０９７‐５４４‐２０１６
　こども未来課家庭支援係☎㉒８２９２（市役所１階）

ご存じですか？ 　　　
　        里親制度

10月は里親月間です

▼とき　　　11月６日㈫　午後７時～９時

▼ところ　　市役所２階　202会議室

▼参加費　　無料

▼申込期限　11月５日㈪　午後４時まで（事前申込必要）
※詳細は下記にお問い合わせください。

里親募集説明会

第71回大分県民体育大会
日田市チーム
　　　　総合３位！

　９月８日・９日の２日間を主日程として、県南
ブロック（佐伯市・臼杵市・津久見市）を中心に
第71回大分県民体育大会が開催されました。
　日田市から35競技46種目593人の選手・役員
が参加しました。選手は各地で熱戦を繰り広げ、
大分市、別府市に続き、郡市対抗別総合３位の成
績を収めました。

［主な結果］
優勝　ウエイトリフティング、バドミントン、弓道、
　　　ソフトボール、バレーボール
２位　陸上、柔道、剣道、カヌー
３位　スキー、ラグビーフットボール
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問日田まつり振興会事務局（観光課内）
　☎㉒８２１０　　㉒８３２８（市役所３階）
　　kanko@city.hita.oita.jp

西国筋郡代着任行列
［西国筋郡代（夫婦）］　
 「西国筋郡代」が天領日田に着任する様子を再現した着任
行列の主役、西国筋郡代とその奥方を募集します。

▼募集数　男女１組（抽選）

▼参加資格　結婚３年以内又は年内に結婚を予定している
市内在住のカップル
［西国筋郡代行列武士・腰元］

▼募集数　男女各５人程度（先着順）

▼参加資格　高校生以上
〈共通〉

▼とき・ところ　11月10日㈯
　午後１時～４時頃（準備は午前９時頃から）
　豆田、丸山地区
※今年は土曜日の午後に行います。
■申込期限　10月17日㈬（午後５時必着）
※電話又は住所・氏名・フリガナ・年齢・性別・電話番号・身
長・足のサイズを記入の上、ファックスかメールでお申し込み
ください。

天領まつりボランティア　
　イベントの案内、運営等に関するボランティアを募集し
ます。

▼とき・ところ　
　11月10日㈯・11日㈰　午前10時～午後５時
　まつり会場

▼参加資格　高校生以上

▼業務内容　
①天領屋台（食イベント会場）、②案内所
※電話又は氏名・フリガナ・年齢・性別・電話番号・上記の内希望
する業務内容（①又は②）を記入の上、ファックスかメールでお
申し込みください。
■申込期限　10月17日㈬（午後５時必着）

天領屋台出店者
　“食”や様々な物産等の出店者を募集します。

▼とき・ところ　
　11月10日㈯・11日㈰　午前10時～午後９時
　永山布政所跡小公園（丸山地区）

▼募集数　15団体程度（抽選）

▼出店資格　
　市内の団体又は市内で店舗営業等を行っている人
※申込様式に必要事項を記入し押印の上、日田まつり振興会事
務局まで提出してください。申込様式は市ホームページから
ダウンロード又は事務局にお問い合わせください。
■申込期限　10月17日㈬（午後５時必着）

＜日田まつり振興会からのお知らせ＞
　　日田まつり振興会では、大分県暴力団排除条例及び日田市
暴力団排除条例に基づき、イベントに関して露店を出店する
際に、届出書及び誓約書を提出していただくようにしていま
すので、皆様のご理解とご協力をお願いします。

　　提出期限は10月15日㈪となっていますので、期限までに提
出をお願いします。

日田天領まつり
　　　参加者大募集

第39回 開催
期間 10日㈯

11日㈰

11月

「弘前ねぷた」が今年もやってくる！
　昨年、青森県弘前市の有志によって豪雨災害からの復興を祈り
運行された「弘前ねぷた」は私たちに、勇気と感動を与えてくれ
ました。市では、今年を復興元年と位置付け、誘客に取り組むた
め本年も弘前ねぷたを運行し、復興を支援してくれた人へ市民の
感謝の気持ちと、日田市の元気な姿を発信します。

▼弘前ねぷた運行予定時刻
　11月10日㈯　午後６時～８時30分頃
　11月11日㈰　午前10時～11時頃
※日曜の夜は運行しませんのでご注意ください。

　＜弘前ねぷた運行のため、皆様からのご協賛をお願いします＞

▼協賛金額　個人　　　　一口  2,000円
　　　　　　企業・団体　一口 10,000円

■受付期限　11月15日㈭

市政情報ピックアップ

　市では2013年10月に水道料金を統一しました
が、激変緩和策として、2023年９月までの10年
間、経過措置を実施しています（対象地区は、旧町
村の簡易水道地区等の一部になります）。
　料金の統一によって引き上げになる場合は、その
変化率に応じて上限を設定し、上限を超える額は徴
収しません。
　右記の表のように６年目の上限は、統一前料金
2.5倍となります。

●水道料金の経過措置の上限が変わります

１年目（2013年 10月～ 2014年９月）
２年目（2014年 10月～ 2015年９月）
３年目（2015年 10月～ 2016年９月）

６年目（2018年 10月～ 2019年９月）
７年目（2019年 10月～ 2020年９月）
８年目（2020年 10月～ 2021年９月）
９年目（2021年 10月～ 2022年９月）
10年目（2022年 10月～ 2023年９月）
11年目（2023年 10月～）  　 　　　　

　   

1.25 倍
1.5 倍
1.75 倍

2.5 倍
2.75 倍
3.0 倍
3.25 倍
3.5 倍

経過措置年 上限（統一前料金比）

…

上限設定なし

毎年 0.25 倍
ずつ上昇

▼経過措置の例
▼上限の設定

　　上津江振興局管内の簡易水道13ｍｍ口径メーターで一月30㎥の水道を使用した場合　※10円未満は切捨て。

統一料金
5,360円

経過措置　段階的に引上げ（統一前料金を基に算出）

※経過措置の対象になるかの判定は、毎月行います。

上限変化率
この例の上限額
実際支払額

６年目
（2.5倍）
5,250円
5,250円

７年目～
（2.75倍）
5,770円
5,360円

統一前料金
2,100円

2.55 倍

６年目は料金の変化率が
2.5倍以上の場合に経過
措置が適応されます。

　この例の場合、６年目の上限額が5,250円となり「６年
間経過措置」が適用され統一料金（5,360円）から110
円安くなります。７年目以降は上限額に達していないた
め、経過措置対象外の統一料金となります。※統一前後の料金や経過措置のシミュレーション

ができるソフト（エクセル形式）を市ホームペ
ージに掲載していますので、ご利用ください。 問上下水道局経営管理課窓口係☎㉒８２２０（市役所５階）

　来年（2019年）10月１日から、消費税及び地方消
費税の税率が８％から10％に引き上げられ、同時に消
費税の軽減税率制度が実施されます。

▼軽減税率（８％）の対象品目
・飲食料品
　食品表示法に規定する食品（酒類を除く）をいい、
　外食やケータリング等は含まない
・新聞　
　一定の題号を用い、政治、経済、社会、文化等に関す
る一般社会的事実を掲載する週２回以上発行されるも
ので、定期購読契約に基づくもの

●消費税の軽減税率制度が実施されます

問日田税務署☎㉓２１３６（自動音声案内）
　税務課税制窓口係☎㉒８３９７（市役所１階）

▼事業者に関係すること　
　【飲食料品の売上げ、仕入れの両方がある課税事業者】
　売上げや仕入れについて、取引ごとの税率によって区
分経理を行うことや、区分記載請求書等を交付する必
要があります。
　【飲食料品の売上げがなくても、飲食料品の仕入
れ（経費）がある課税事業者】
　仕入れ（経費）について、取引ごとの税率によって区
分経理を行う等の対応が必要となります。
　【免税事業者】
　課税事業者と取引を行う場合、区分記載請求書等の交
付を求められる場合があります。

日田税務署からのお知らせ 来年（2019年）10月１日から

詳細は日田税務署にお問い合わせください
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問学校教育課指導係☎㉒８３２６（市役所別館２階）

●平成30年度全国学力・学習状況調査の結果（概要）

　マイナンバーカードの時間外の申請や受取を休日か
ら平日に変更しました。市役所の開庁時間に都合のつ
かない人は、是非ご利用ください。
※本人が来庁してください。
※窓口の混雑緩和のため原則予約制とさせていただきます。
※マイナンバー以外の各種証明書等の交付は行いませんのでご
注意ください。

●予約制 マイナンバーカードが時間外に申請・受取できます

▼とき　　10月18日㈭　午後５時～７時30分

▼ところ　市役所１階　市民課
※北側玄関をご利用ください。

▼予約申込期限　10月12日㈮　正午
※下記にご予約ください。

●10月１日は「浄化槽の日」です！
　昭和60年10月１日に浄化槽法が施行されたことか
ら、この日が「浄化槽の日」となりました。　
　浄化槽は、微生物などの働きを利用し汚れた水をきれ
いにする装置で、維持管理がとても大切です。
　浄化槽を使っている人には、浄化槽法による３つの義
務が定められています。

　

　①～③の義務を果たし、環境にやさしい快適な生活を
実現させましょう！

合併処理浄化槽の設置に対する補助があります！
　市では生活排水対策として、合併処理浄化槽の設置費
用に対する補助を行っています。また、汲み取り便槽や
単独処理浄化槽から合併処理浄化槽に切り替える場合
は、20万円の上乗せ補助があります。この補助金を活
用し、合併処理浄化槽を設置しましょう。
【補助対象者】
　公共下水道等の整備区域を除いた区域で、市内に住所
を有し、自ら居住する住宅に浄化槽を設置する人及び
市内に居住する目的で浄化槽を設置する人
【補助金額】

◆浄化槽を適正に使用するための３つの義務◆

①保守点検
【点検・調整・修理】

年３回以上

③法定検査
【水質に関する検査】

年１回

②清掃
【汚泥等の引き抜き】

年１回以上

新築や家の建替え等で
新しく浄化槽を設置する

汲み取り便槽又は単独処
理浄化槽から切り替えるサイズ

５人槽

７人槽

10人槽

332,000円

414,000円

548,000円

532,000円

614,000円

748,000円

問環境課水・環境係☎㉒８３５７（市役所２階）

問マイナンバーお問い合わせダイヤル☎㉒８３０３（市役所１階）

※都市計画区域内に設置する場合は、さらに３万円の上乗せ
補助があります。

　全国学力・学習状況調査は、基礎的・基本的な知識・技能が身についているかをみるＡ問題と、それらを活用する
ことができるかをみるＢ問題があります。平成30年４月に行われた調査では、小・中学校ともに全ての教科区分で全
国平均を上回りました。
　市内の小・中学校では、今後も子供たちの学力の定着・向上を目指し、授業改善や補充学習、家庭学習の充実に取
り組んでいきます。これからも学校の教育活動へのご理解とご支援をよろしくお願いします。

日田市
大分県
全国

知識（Ａ）
74
72
70.7

活用（Ｂ）
57
56
54.7

知識（Ａ）
66
65
63.5

活用（Ｂ）
54
52
51.5

64
63
60.3

国語 算数 理科

▼小学校６年生の平均正答率

▼中学校３年生の平均正答率

日田市
大分県
全国

知識（Ａ）
77
77
76.1

活用（Ｂ）
62
62
61.2

知識（Ａ）
69
66
66.1

69
67
66.1

国語 数学 理科
活用（Ｂ）
47
45
46.9

・調査実施日　４月 17日㈫
・調査対象学年　
　小学校６年生、中学校３年生
・平均正答率
　全設問に対して児童生徒が正答し
た割合の平均
※色付き部分は全国値以上です。
※詳細は市ホームページをご覧くだ
さい。

問商工労政課地域産業支援係☎㉒８２３９（市役所３階）
　小鹿田焼陶芸館☎㉙２０２０

●第55回　小鹿田焼民陶祭
　小鹿田焼の10軒の窯元の庭先で、多数の焼物の展示即売
が行われます。臨時バス（有料）も運行されますので、是
非お越しください。

▼とき　　10月13日㈯・14日㈰
　　　　　午前９時～午後５時

▼ところ　源栄町皿山地域
※臨時バスの詳細は、日田バスセンター（☎㉒７６８１）
　にお問い合わせください。

市政情報ピックアップ

10月７日㈰　午前９時30分～午後３時
パトリア日田
［表彰式典］　午前９時30分～11時
　アトラクション（和太鼓演奏・バンド演奏）、
　福祉、敬老、作品展などの表彰
［各種相談・体験コーナー］　午前10時～
　障がい者（児）相談、ちびっこ調剤体験、
　医療相談、作業療法・理学療法体験、
　介護教室（よろず相談所）、プログラミング体験、
　無料歯科検診・フッ化物塗布、こころの健康相談
［作品展］　午前10時～
　福祉施設、生きがいサロン利用者作品展、
　高齢者手づくり作品展、園児絵画作品展、
　障がい者（児）作品展、ポスター展
［ちびっこひろば］　午前10時～
　迷路、魚釣り、積み木、パズル　等
［かんかく遊び］　午前10時～
　スライムを作って遊ぼう！
［おもちゃ病院］　午前10時～
　おもちゃの修理
［舞台演劇～島ひきおに～］午後１時～２時

パトリア正面玄関横　午前10時～
　ボランティア・福祉人材バンクコーナー、
　健康推進コーナー、献血コーナー
※来場者には健活ポイントが付与されます。
中央公園　午前10時～
　福祉生産品即売コーナー、のみの市、模擬店、
　ごみ・リサイクル、自然エネルギーコーナー、
　ボルダリング体験
中央公園ステージ　午前11時20分～
　日田弁版ラジオ体操、日田もりあ下駄い、
　soul of praise、ニシグチライナ、税金クイズ

問社会福祉課福祉総務係☎㉒８２０３（市役所１階）
　日田市社会福祉協議会☎㉔７０２６

●第22回市民健康福祉まつり
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ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
を
開
催
し
ま
す

　
中
城
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
無
料
開

放
し
た
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
を
開
催
し
ま
す
。

様
々
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
楽
し
く
体

を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
　
10
月
８
日
㈷

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
こ
の
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

■
実
施
種
目
　
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
、
ア
ジ
ャ
タ
、

　
ペ
タ
ン
ク
、
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
　
他

問
体
育
保
健
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
４
４
２
（
市
役
所
別
館
２
階
）

科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
10
月
の
テ
ー
マ
は
「
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト

作
り
」
で
す
。

■
と
き
　
10
月
20
日
㈯

・
１
回
目
　
午
前
10
時
〜
10
時
40
分

・
２
回
目
　
午
前
11
時
〜
11
時
40
分

・
３
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

・
４
回
目
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
10
分

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
第
１
会
議
室

■
講
師
　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

平
成
30
年
度
労
働
講
座

　　
人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
企
業
と

社
会
が
持
続
的
に
成
長
す
る
た
め
に

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

雨
水
貯
留
施
設
設
置
補
助
事
業

雨
水
を
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か

　
多
発
す
る
集
中
豪
雨
に
対
し
、
雨
水
の

流
出
を
抑
え
る
た
め
に
は
市
民
と
行
政
が

協
働
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
雨
水
貯
留
槽
、
雨
水
浸
透
ま

す
、
雨
水
浸
透
管
を
設
置
す
る
人
に
、
設

置
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

　
溜
め
た
雨
水
は
、
庭
木
へ
の
散
水
や
打

ち
水
、
災
害
時
の
非
常
用
水
な
ど
に
利
用

で
き
ま
す
。

■
対
象
　
日
田
市
公
共
下
水
道
事
業
計
画

区
域
内
の
宅
地
又
は
雑
種
地

■
申
請
方
法

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、
添

付
資
料
を
添
え
て
提
出
又
は
送
付

※
予
算
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
必
ず
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
先
　
〒
８
７
７

－

８
６
０
１

　
（
住
所
記
載
不
要
）

　
上
下
水
道
局
施
設
工
務
課
下
水
道
係

問
上
下
水
道
局
施
設
工
務
課
下
水
道
係

　
☎
㉒
８
１
０
２
（
市
役
所
５
階
）

10
月
28
日
に
市
民
一
斉
清
掃
・
河
川
美
化

「
ノ
ー
ポ
イ
」
運
動
を
行
い
ま
す

　
市
で
は
「
日
田
市
ポ
イ
捨
て
等
の
防
止

に
関
す
る
条
例
」
の
啓
発
と
併
せ
て
、
毎

年
10
月
第
４
日
曜
日
に
市
民
一
斉
清
掃
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
土
交
通
省
が
地
域
と
共
同
で

河
川
の
一
斉
掃
除
を
行
う
、
筑
後
川
・
矢

部
川
河
川
美
化
「
ノ
ー
ポ
イ
」
運
動
も
同

時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
美
化

活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
ご
み
の
ポ
イ
捨

て
や
不
法
投
棄
の
な
い
快
適
で
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

平
成
31
年
度

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
被
害
防
止

対
策
補
助
の
受
付
を
行
い
ま
す

■
補
助
内
容
（
新
規
で
行
う
場
合
の
み
対
象
）

・
集
落
設
置
防
護
柵

　
受
益
者
３
人
以
上
で
行
う
被
害
防
止
対

策
（
集
落
全
体
に
設
置
す
る
金
網
柵
、

シ
カ
ネ
ッ
ト
等
）
の
現
物
支
給

・
個
人
設
置
防
護
柵
　

　
個
人
で
設
置
す
る
被
害
防
止
対
策
（
電

気
柵
、
ト
タ
ン
柵
等
）
資
材
費
の
３
分

の
２
以
内

※
上
限
単
価
、
設
置
要
件
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
対
象

　
農
業
を
営
む
人
が
、
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ

に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止
対
策
と
し
て

防
護
柵
（
新
規
）
の
設
置
を
予
定
し
て

い
る
営
農
地

■
申
込
期
限
　
10
月
31
日
㈬

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
林
業
振
興
課
有
害
鳥
獣
対
策
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
る
人
は

飼
育
届
の
提
出
が
必
要
で
す

　
養
蜂
振
興
法
に
よ
っ
て
、
蜜
蜂
を
飼
育

し
て
い
る
人
は
、
毎
年
１
月
末
ま
で
に
飼

育
し
て
い
る
場
所
や
期
間
等
を
記
載
し
た

飼
育
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
養
蜂
業

者
、
趣
味
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
人
、
飼
育

さ
れ
て
い
る
蜜
蜂
の
種
類
（
セ
イ
ヨ
ウ
や

ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
に
限
る
）
や
群
れ
の
大

き
さ
に
関
係
な
く
必
要
で
す
。

　
届
出
を
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
飼
育
届

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
提
出
先

　
西
部
振
興
局
農
山
村
振
興
部

※
詳
細
は
西
部
振
興
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

問
西
部
振
興
局
農
山
村
振
興
部

　
☎
㉒
２
５
８
５

　
農
業
振
興
課
内
水
面
・
畜
産
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

住
宅
の
耐
震
診
断
・耐

震
改
修
補
助

　
住
宅
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
補
助

の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る

建
物
は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
し
た
木
造
一
戸
建
て
住
宅
（
店
舗
部
分

が
延
べ
面
積
の
２
分
の
１
未
満
の
併
用
住

宅
を
含
む
）
で
す
。
今
年
度
か
ら
補
助
額

を
増
額
し
ま
し
た
。
自
宅
の
耐
震
性
だ
け

で
も
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
補
助
額

・
耐
震
診
断

　
（
限
度
額
　
建
物
区
分
に
応
じ
て
７
万

５
千
円
〜
11
万
円
）

※
建
物
区
分
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

・
耐
震
改
修

　
補
助
対
象
費
用
の
３
分
の
２

　
（
限
度
額
　
80
万
円
）

・
部
分
耐
震
改
修

　
補
助
対
象
費
用
の
３
分
の
２

　
（
限
度
額
　
60
万
円
・
30
万
円
）

※
改
修
方
法
に
よ
っ
て
限
度
額
が
異
な
り
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
12
月
21
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

お
金
の
お
困
り
ご
と
相
談
会

　
県
で
は
、
多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
取
組
と
し
て
、

消
費
者
や
事
業
者
を
対
象
と
し
た
無
料

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ
（
事
前
予
約
必
要
）

　
10
月
16
日
㈫
　
中
津
市
役
所

　
10
月
29
日
㈪
　
日
出
町
役
場

　
11
月
５
日
㈪
　
玖
珠
町
役
場

　
11
月
27
日
㈫
　
宇
佐
市
役
所

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
３
時
ま
で
。

※
詳
細
は
大
分
財
務
事
務
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
財
務
省
九
州
財
務
局
大
分
財
務
事
務
所

　
多
重
債
務
相
談
窓
口

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
１
８
８

　
商
工
労
政
課
商
業
・
消
費
生
活
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月

　
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
児
童
手
当
を
10

月
５
日
㈮
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
振
り
込
み
の
時
間
は
、
金
融
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

※
現
況
届
が
未
提
出
の
場
合
は
支
給
が
差
止
め

に
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
現
況

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
課
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

日
本
年
金
機
構
で
は

休
日
年
金
相
談
を
実
施

　　
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所
で

は
、
休
日
年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
年
金
請
求
の
手
続
き
等
の
相
談
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
予
約
を
し
て
お
く
と
ス
ム
ー
ズ
に
相

談
で
き
ま
す
。

■
と
き

　
毎
月
第
２
土
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
年
金
証
書
や
年
金
手
帳
等
本
人
確
認
で
き
る

も
の
が
必
要
で
す
。

■
予
約
受
付
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
８
９
０

※
詳
細
は
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

も
の
わ
す
れ
保
健
室

　
最
近
物
忘
れ
が
気
に
な
る
人
や
、
認
知

症
の
人
に
ど
う
接
し
て
い
い
か
分
か
ら
な

い
等
の
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人

は
、
こ
の
機
会
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
と
き

　
10
月
12
日
㈮
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
伊
東
薬
局
本
店

■
参
加
費
　
１
０
０
円

※
申
込
み
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事

務
局
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）

　
☎
㉖
３
５
０
１

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

　
在
宅
で
認
知
症
者
を
介
護
し
て
い
る
人

を
対
象
に
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
提
供

や
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
10
月
15
日
㈪
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
２
階
　
２
０
１
会
議
室

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
10
月
12
日
㈮

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

薬
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　　
10
月
17
日
〜
23
日
は
「
薬
と
健
康
の
週

間
」
で
す
。
薬
を
正
し
く
使
う
た
め
に
次

の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
薬
の
正
し
い
使
い
方

①
用
法
用
量
を
守
る
こ
と

②
使
用
す
る
薬
の
情
報
を
得
る
こ
と

③
人
か
ら
貰
っ
た
薬
は
使
わ
な
い
こ
と

④
薬
の
専
門
家
（
薬
剤
師
な
ど
）
に
相
談

　
す
る
こ
と

■
薬
に
関
す
る
電
話
相
談
窓
口

　
こ
の
期
間
に
薬
剤
師
対
応
の
電
話
相
談

窓
口
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
お
く
す
り
１
１
０
番

　
☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
９
５
１
２

　
10
月
17
日
㈬
〜
23
日
㈫

　
（
21
日
㈰
を
除
く
）

　
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

問
大
分
県
福
祉
保
健
部
薬
務
室

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
６
５
０

離
乳
食
教
室

■
と
き

　
11
月
６
日
㈫
　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
栄
養
実
習
室

■
対
象
者

　
生
後
５
か
月
〜
９
か
月
の
乳
児
の
保
護

者
■
募
集
数

　
15
人
程
度
（
先
着
順
）

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
子
さ
ん
同
伴
の
場

合
は
見
学
と
試
食
の
み
の
参
加
も
で
き
ま

す
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
10
月
26
日
㈮

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

５
歳
児
発
達
相
談
会

　
小
学
校
入
学
を
１
年
後
に
控
え
た
５
歳

児
の
発
達
に
関
す
る
相
談
に
、
医
師
、
臨

床
心
理
士
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
と
き

　
11
月
７
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
対
象
　

　
平
成
25
年
８
月
１
日
〜
11
月
30
日
生
ま

れ
の
お
子
さ
ん
と
親
又
は
家
族
な
ど

■
申
込
期
限
　
10
月
22
日
㈪

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

の
び
の
び
発
達
相
談

　
就
学
前
の
乳
幼
児
を
対
象
に
、
作
業
療

法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
保
育
士
、
臨
床
心

理
士
等
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
16
日
㈮

　
午
前
９
時
30
分
〜
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
内
容
　
発
達
や
子
供
へ
の
関
わ
り
方
、

言
葉
に
関
す
る
相
談
、
声
の
掛
け
方
や

遊
び
方
な
ど
子
育
て
に
関
す
る
相
談

※
事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申

込
者
多
数
の
場
合
は
、
次
回
の
相
談
会
の
案

内
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
10
月
31
日
㈬

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

くらしの情報次回の広報ひた10月15日号は、10月15日㈪に発送します。Information 10.１　 ※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。

は
「
働
き
方
改
革
」
の
推
進
が
必
要
で

す
。
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
法
改
正
の
内
容

や
働
き
方
を
見
直
す
具
体
的
な
手
法
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

■
と
き
　
10
月
16
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
（
午
後
１
時
〜
受
付
開
始
）

■
と
こ
ろ

　
日
田
総
合
庁
舎
　
大
会
議
室

■
内
容
　
「
働
き
方
改
革
（
タ
イ
ム
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
）
、
法
令
遵
守
に
つ
い
て
」

■
講
師

　
社
会
保
険
労
務
士 

篠
原
丈
司 

氏

■
参
加
費
　
無
料

※
申
込
等
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
参
加
希
望
者
は
事
前
に
大
分
県
雇
用
労
働
政

策
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
雇
用
労
働
政
策
課
労
働
相
談
・
啓

発
班
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
３
５
３

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
い
ろ
は
セ
ミ
ナ
ー

　
地
域
課
題
の
解
決
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
設

立
か
ら
実
践
ま
で
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
10
月
17
日
㈬

　
午
後
６
時
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ
　

　
パ
ト
リ
ア
日
田
市
民
活
動
室
　
ポ
ポ
ロ

■
講
師
　
学
び
の
協
働
隊

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
ひ
と
ネ
ッ
ト
代
表
理
事

　
谷
川
真
奈
美 

氏

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ョ
ブ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

　
サ
ポ
ー
ト
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
理
事
長

　
安
東
隆
行 

氏

■
申
込
期
限

　
10
月
12
日
㈮

※
申
込
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
協
働
・
男
女

　
共
同
参
画
推
進
係

　
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
６
階
）

い
ま
さ
ら
聞
け
な
い

経
営
の
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

　　
中
小
企
業
の
事
業
者
や
後
継
者
等
を
対

象
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

・
第
１
回
　
10
月
19
日
㈮
　
会
計
の
基
礎

・
第
２
回
　
11
月
16
日
㈮
　
税
務
の
基
礎

・
第
３
回
　
12
月
14
日
㈮
　
労
務
の
基
礎

・
第
４
回
　
１
月
18
日
㈮
　
財
務
の
作
成

・
第
５
回
　
２
月
15
日
㈮

　
経
営
計
画
の
基
礎

・
第
６
回
　
３
月
15
日
㈮

　
補
助
金
申
請
に
つ
な
げ
よ
う

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
３
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ

　
ン
タ
ー
２
階
　
商
談
会
議
室

■
受
講
料
　
無
料

■
募
集
数
　
15
人
程
度

※
日
田
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉘
５
５
２
０

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

第
２
回
高
校
生
「
ひ
た
ジ
ビ
エ

レ
シ
ピ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
参
加
者
募
集

　
市
内
の
高
校
に
在
籍
す
る
高
校
生
を
対

象
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ジ
ビ
エ
料
理
を
創

作
す
る
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
「
ひ
た
ジ
ビ
エ
」
の
美
味
し
さ
を
情

報
発
信
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
・
と
こ
ろ
（
大
会
日
）

　
11
月
18
日
㈰
　
午
前
８
時
30
分
〜

　
昭
和
学
園
高
等
学
校

■
参
加
要
件
　

・
レ
シ
ピ
等
の
提
出

・
調
理
時
間
は
２
時
間
以
内
等

・
大
会
日
と
次
の
日
程
に
参
加
で
き
る
こ
と

　
料
理
講
習
会
　
10
月
27
日
㈯

　
表
彰
式
　
12
月
９
日
㈰

■
募
集
数
　
10
組
（
１
組
４
人
以
内
）
　

■
申
込
期
限
　
10
月
15
日
㈪

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
ジ
ビ
エ
推
進
協
議
会
（
林
業
振

　
興
課
有
害
鳥
獣
対
策
係
内
）

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

市
民
参
加
の
森
づ
く
り
大
会

参
加
者
募
集

　
市
民
参
加
に
よ
る
森
づ
く
り
大
会
で
広

葉
樹
の
植
樹
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ
　
11
月
25
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

　
（
午
前
９
時
30
分
〜
受
付
開
始
）

　
萩
尾
市
有
林
（
萩
尾
公
園
管
理
事
務
所
横
）

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
80
人
（
先
着
順
）

※
昼
食
の
準
備
が
あ
り
ま
す
。

※
長
靴
、
雨
具
、
水
筒
等
を
持
参
し
て
作
業
の

で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
　

■
申
込
期
限
　
10
月
31
日
㈬

※
左
記
に
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

　
　
㉒
８
２
４
６

ブ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
フ
ト
体
験
in
上
津
江

　
自
然
の
中
で
、
ナ
イ
フ
ワ
ー
ク
、
シ
ェ

ル
タ
ー
設
営
な
ど
、
楽
し
く
サ
バ
イ
バ
ル

技
術
を
体
験
で
き
る
今
話
題
の
ブ
ッ
シ
ュ

ク
ラ
フ
ト
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
10
月
７
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

　
（
午
前
９
時
30
分
〜
受
付
開
始
）

　
上
津
江
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク

□
募
集
数
　
10
人

※
参
加
費
等
詳
細
は
下
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
日
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
荒
木
）

　
☎
０
７
０‐

４
４
９
１‐

５
８
１
２

　
　Kam

itue.hita.araki@
gm
ail.com

定
期
市
「
日
田
い
ち
」

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
10
月
14
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
パ
ト
リ
ア
日
田
前
中
央
公
園

※
参
加
費
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所

６
階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

□
申
込
期
限
　
10
月
10
日
㈬

問
日
田
プ
レ
イ
ス
（
山
田
）

　
☎
０
８
０
‐
３
２
２
０
‐
４
０
９
４

大
原
の
郷
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

〜
ひ
び
け
　
歌
声
〜

　
参
加
者
と
秋
の
歌
を
合
唱
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
10
月
15
日
㈪
　
午
前
10
時
〜

　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
大
原
の
郷
（
神
来
町
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ね
む
の
会
（
錦
）
☎
㉔
１
９
５
８

異
常
気
象
か
ら
命
・
財
産
・

不
動
産
を
ど
う
守
る
か
？

　
Ｏ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
「
お
天
気
コ
ー
ナ
ー
」

で
活
躍
す
る
気
象
予
報
士
が
異
常
気
象
か

ら
身
を
守
る
方
法
を
解
説
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
10
月
27
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

　
２
０
１
・
２
０
２
会
議
室
（
大
分
市
）

□
講
師
　
気
象
予
報
士
　
橋
本
正
幸 

氏

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
事
務
局

　
☎
０
９
７‐

５
３
４‐

９
３
７
７

目
指
せ
！
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
２
　

　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、
Ｂ
Ｍ
Ｘ
、
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
無
料
体
験
会
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
10
月
28
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

　
大
原
公
園
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

※
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進
事

業
補
助
金
（
若
者
枠
）
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

問
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｗ
（
髙
瀬
）

　
☎
０
９
０‐

２
０
８
６‐

８
４
４
７

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
健
康
教
室

　
二
本
の
ポ
ー
ル
（
杖
）
を
使
い
散
歩
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
10
月
31
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
総
合
体
育
館

□
参
加
費
　
無
料
（
事
前
申
込
必
要
）
　

問
日
田
市
集
落
支
援
員
（
岐
部
）

　
☎
０
８
０‐

６
４
０
３‐

８
４
２
８
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ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
を
開
催
し
ま
す

　
中
城
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
無
料
開

放
し
た
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
を
開
催
し
ま
す
。

様
々
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
楽
し
く
体

を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
　
10
月
８
日
㈷

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
こ
の
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

■
実
施
種
目
　
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
、
ア
ジ
ャ
タ
、

　
ペ
タ
ン
ク
、
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
　
他

問
体
育
保
健
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
４
４
２
（
市
役
所
別
館
２
階
）

科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
10
月
の
テ
ー
マ
は
「
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト

作
り
」
で
す
。

■
と
き
　
10
月
20
日
㈯

・
１
回
目
　
午
前
10
時
〜
10
時
40
分

・
２
回
目
　
午
前
11
時
〜
11
時
40
分

・
３
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

・
４
回
目
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
10
分

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
第
１
会
議
室

■
講
師
　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

平
成
30
年
度
労
働
講
座

　　
人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
企
業
と

社
会
が
持
続
的
に
成
長
す
る
た
め
に

雨
水
貯
留
施
設
設
置
補
助
事
業

雨
水
を
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か

　
多
発
す
る
集
中
豪
雨
に
対
し
、
雨
水
の

流
出
を
抑
え
る
た
め
に
は
市
民
と
行
政
が

協
働
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
雨
水
貯
留
槽
、
雨
水
浸
透
ま

す
、
雨
水
浸
透
管
を
設
置
す
る
人
に
、
設

置
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

　
溜
め
た
雨
水
は
、
庭
木
へ
の
散
水
や
打

ち
水
、
災
害
時
の
非
常
用
水
な
ど
に
利
用

で
き
ま
す
。

■
対
象
　
日
田
市
公
共
下
水
道
事
業
計
画

区
域
内
の
宅
地
又
は
雑
種
地

■
申
請
方
法

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、
添

付
資
料
を
添
え
て
提
出
又
は
送
付

※
予
算
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
必
ず
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
先
　
〒
８
７
７

－

８
６
０
１

　
（
住
所
記
載
不
要
）

　
上
下
水
道
局
施
設
工
務
課
下
水
道
係

問
上
下
水
道
局
施
設
工
務
課
下
水
道
係

　
☎
㉒
８
１
０
２
（
市
役
所
５
階
）

10
月
28
日
に
市
民
一
斉
清
掃
・
河
川
美
化

「
ノ
ー
ポ
イ
」
運
動
を
行
い
ま
す

　
市
で
は
「
日
田
市
ポ
イ
捨
て
等
の
防
止

に
関
す
る
条
例
」
の
啓
発
と
併
せ
て
、
毎

年
10
月
第
４
日
曜
日
に
市
民
一
斉
清
掃
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
土
交
通
省
が
地
域
と
共
同
で

河
川
の
一
斉
掃
除
を
行
う
、
筑
後
川
・
矢

部
川
河
川
美
化
「
ノ
ー
ポ
イ
」
運
動
も
同

時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
美
化

活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
ご
み
の
ポ
イ
捨

て
や
不
法
投
棄
の
な
い
快
適
で
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

平
成
31
年
度

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
被
害
防
止

対
策
補
助
の
受
付
を
行
い
ま
す

■
補
助
内
容
（
新
規
で
行
う
場
合
の
み
対
象
）

・
集
落
設
置
防
護
柵

　
受
益
者
３
人
以
上
で
行
う
被
害
防
止
対

策
（
集
落
全
体
に
設
置
す
る
金
網
柵
、

シ
カ
ネ
ッ
ト
等
）
の
現
物
支
給

・
個
人
設
置
防
護
柵
　

　
個
人
で
設
置
す
る
被
害
防
止
対
策
（
電

気
柵
、
ト
タ
ン
柵
等
）
資
材
費
の
３
分

の
２
以
内

※
上
限
単
価
、
設
置
要
件
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
対
象

　
農
業
を
営
む
人
が
、
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ

に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止
対
策
と
し
て

防
護
柵
（
新
規
）
の
設
置
を
予
定
し
て

い
る
営
農
地

■
申
込
期
限
　
10
月
31
日
㈬

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
林
業
振
興
課
有
害
鳥
獣
対
策
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
る
人
は

飼
育
届
の
提
出
が
必
要
で
す

　
養
蜂
振
興
法
に
よ
っ
て
、
蜜
蜂
を
飼
育

し
て
い
る
人
は
、
毎
年
１
月
末
ま
で
に
飼

育
し
て
い
る
場
所
や
期
間
等
を
記
載
し
た

飼
育
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
養
蜂
業

者
、
趣
味
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
人
、
飼
育

さ
れ
て
い
る
蜜
蜂
の
種
類
（
セ
イ
ヨ
ウ
や

ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
に
限
る
）
や
群
れ
の
大

き
さ
に
関
係
な
く
必
要
で
す
。

　
届
出
を
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
飼
育
届

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
提
出
先

　
西
部
振
興
局
農
山
村
振
興
部

※
詳
細
は
西
部
振
興
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

問
西
部
振
興
局
農
山
村
振
興
部

　
☎
㉒
２
５
８
５

　
農
業
振
興
課
内
水
面
・
畜
産
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

住
宅
の
耐
震
診
断
・耐

震
改
修
補
助

　
住
宅
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
補
助

の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る

建
物
は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
し
た
木
造
一
戸
建
て
住
宅
（
店
舗
部
分

が
延
べ
面
積
の
２
分
の
１
未
満
の
併
用
住

宅
を
含
む
）
で
す
。
今
年
度
か
ら
補
助
額

を
増
額
し
ま
し
た
。
自
宅
の
耐
震
性
だ
け

で
も
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
補
助
額

・
耐
震
診
断

　
（
限
度
額
　
建
物
区
分
に
応
じ
て
７
万

５
千
円
〜
11
万
円
）

※
建
物
区
分
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

・
耐
震
改
修

　
補
助
対
象
費
用
の
３
分
の
２

　
（
限
度
額
　
80
万
円
）

・
部
分
耐
震
改
修

　
補
助
対
象
費
用
の
３
分
の
２

　
（
限
度
額
　
60
万
円
・
30
万
円
）

※
改
修
方
法
に
よ
っ
て
限
度
額
が
異
な
り
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
12
月
21
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

お
金
の
お
困
り
ご
と
相
談
会

　
県
で
は
、
多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
取
組
と
し
て
、

消
費
者
や
事
業
者
を
対
象
と
し
た
無
料

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ
（
事
前
予
約
必
要
）

　
10
月
16
日
㈫
　
中
津
市
役
所

　
10
月
29
日
㈪
　
日
出
町
役
場

　
11
月
５
日
㈪
　
玖
珠
町
役
場

　
11
月
27
日
㈫
　
宇
佐
市
役
所

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
３
時
ま
で
。

※
詳
細
は
大
分
財
務
事
務
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
財
務
省
九
州
財
務
局
大
分
財
務
事
務
所

　
多
重
債
務
相
談
窓
口

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
１
８
８

　
商
工
労
政
課
商
業
・
消
費
生
活
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月

　
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
児
童
手
当
を
10

月
５
日
㈮
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
振
り
込
み
の
時
間
は
、
金
融
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

※
現
況
届
が
未
提
出
の
場
合
は
支
給
が
差
止
め

に
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
現
況

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
課
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

日
本
年
金
機
構
で
は

休
日
年
金
相
談
を
実
施

　　
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所
で

は
、
休
日
年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
年
金
請
求
の
手
続
き
等
の
相
談
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
予
約
を
し
て
お
く
と
ス
ム
ー
ズ
に
相

談
で
き
ま
す
。

■
と
き

　
毎
月
第
２
土
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
年
金
証
書
や
年
金
手
帳
等
本
人
確
認
で
き
る

も
の
が
必
要
で
す
。

■
予
約
受
付
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
８
９
０

※
詳
細
は
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

も
の
わ
す
れ
保
健
室

　
最
近
物
忘
れ
が
気
に
な
る
人
や
、
認
知

症
の
人
に
ど
う
接
し
て
い
い
か
分
か
ら
な

い
等
の
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人

は
、
こ
の
機
会
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
と
き

　
10
月
12
日
㈮
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
伊
東
薬
局
本
店

■
参
加
費
　
１
０
０
円

※
申
込
み
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事

務
局
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）

　
☎
㉖
３
５
０
１

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

　
在
宅
で
認
知
症
者
を
介
護
し
て
い
る
人

を
対
象
に
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
提
供

や
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
10
月
15
日
㈪
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
２
階
　
２
０
１
会
議
室

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
10
月
12
日
㈮

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

薬
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　　
10
月
17
日
〜
23
日
は
「
薬
と
健
康
の
週

間
」
で
す
。
薬
を
正
し
く
使
う
た
め
に
次

の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
薬
の
正
し
い
使
い
方

①
用
法
用
量
を
守
る
こ
と

②
使
用
す
る
薬
の
情
報
を
得
る
こ
と

③
人
か
ら
貰
っ
た
薬
は
使
わ
な
い
こ
と

④
薬
の
専
門
家
（
薬
剤
師
な
ど
）
に
相
談

　
す
る
こ
と

■
薬
に
関
す
る
電
話
相
談
窓
口

　
こ
の
期
間
に
薬
剤
師
対
応
の
電
話
相
談

窓
口
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
お
く
す
り
１
１
０
番

　
☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
９
５
１
２

　
10
月
17
日
㈬
〜
23
日
㈫

　
（
21
日
㈰
を
除
く
）

　
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

問
大
分
県
福
祉
保
健
部
薬
務
室

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
６
５
０

離
乳
食
教
室

■
と
き

　
11
月
６
日
㈫
　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
栄
養
実
習
室

■
対
象
者

　
生
後
５
か
月
〜
９
か
月
の
乳
児
の
保
護

者
■
募
集
数

　
15
人
程
度
（
先
着
順
）

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
子
さ
ん
同
伴
の
場

合
は
見
学
と
試
食
の
み
の
参
加
も
で
き
ま

す
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
10
月
26
日
㈮

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

５
歳
児
発
達
相
談
会

　
小
学
校
入
学
を
１
年
後
に
控
え
た
５
歳

児
の
発
達
に
関
す
る
相
談
に
、
医
師
、
臨

床
心
理
士
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
と
き

　
11
月
７
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
対
象
　

　
平
成
25
年
８
月
１
日
〜
11
月
30
日
生
ま

れ
の
お
子
さ
ん
と
親
又
は
家
族
な
ど

■
申
込
期
限
　
10
月
22
日
㈪

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

の
び
の
び
発
達
相
談

　
就
学
前
の
乳
幼
児
を
対
象
に
、
作
業
療

法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
保
育
士
、
臨
床
心

理
士
等
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ

　
11
月
16
日
㈮

　
午
前
９
時
30
分
〜
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
内
容
　
発
達
や
子
供
へ
の
関
わ
り
方
、

言
葉
に
関
す
る
相
談
、
声
の
掛
け
方
や

遊
び
方
な
ど
子
育
て
に
関
す
る
相
談

※
事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申

込
者
多
数
の
場
合
は
、
次
回
の
相
談
会
の
案

内
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
10
月
31
日
㈬

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

くらしの情報次回の広報ひた10月15日号は、10月15日㈪に発送します。Information 10.１　

タ
ウ
ン
情
報

イ
ベ
ン
ト

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

安心して暮らせる…「共生社会」

　「津久井やまゆり園」。この施設の名前を聞
くと、あの残忍な事件が思い出されます。19人
もの尊い命を奪ったこの施設の元職員は＜障が
い者は不幸をつくることしかできない＞という
身勝手かつ差別や偏見に満ちた心情を凶行に及
んだ理由としています。
 その事件の３か月ほど前にあたる平成28年４
月、障がい者やその家族の思いを反映した前文
で始まる『障がいのある人もない人も心豊かに
暮らせる大分県づくり条例』が施行されまし
た。親が亡くなった後の問題や障がい者の性・
恋愛・結婚・出産・子育てなども規定され、他
に類を見ない条例となっていますが、啓発リー
フレットに次の一文があります。（※一部抜粋）
　障がいのある人やその家族の生きづらさは、
今なお深刻であり、無理解や偏見、差別によっ
て就学、就労や医療現場等において必要な支援
を求めることができなかったり、将来の夢や希
望をあきらめざるを得ないなど、苦しみ傷つけ
られる人がいます。
　こうした生きづらさを家族だけで抱え込
み「願わくは、この子より１日でも長く生きた
いと思ったことがある」という障がいのある子
の家族の悲鳴にも似た声も寄せられています。
　不幸を作っているのは「障がい者」ではあり
ません。社会の無理解や偏見が障がい者やその
家族の生きづらさを助長しているのです。その
生きづらさや家族に降りかかる負担をやわらげ
るためには、正しい認識のもとにある助け合い
や支援が必要です。
　社員の７割が知的障がい者というチョーク工
場の「日本理化学工業」。この会社では、障が
いのある社員それぞれの理解力に合わせた作業
工程を設計しています。「どうしてできないん
だ！」ではなく「どうすればできるか？」を熟
考し、作業を可能とする工夫と方法によって環
境整備を図っています。その結果、健常者以上
に研ぎ澄まされた集中力や技術力を発揮し、会
社で欠くことのできない存在となっています。
　障がい者の実力やスキルの発揮を阻害する障
壁を取り除くことは、経済や社会の発展をもた
らします。そして、その原動力になるのは「共
に生きる」心です。

問人権啓発センター☎㉒８０１７（市役所別館１階）

は
「
働
き
方
改
革
」
の
推
進
が
必
要
で

す
。
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
法
改
正
の
内
容

や
働
き
方
を
見
直
す
具
体
的
な
手
法
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

■
と
き
　
10
月
16
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
（
午
後
１
時
〜
受
付
開
始
）

■
と
こ
ろ

　
日
田
総
合
庁
舎
　
大
会
議
室

■
内
容
　
「
働
き
方
改
革
（
タ
イ
ム
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
）
、
法
令
遵
守
に
つ
い
て
」

■
講
師

　
社
会
保
険
労
務
士 

篠
原
丈
司 

氏

■
参
加
費
　
無
料

※
申
込
等
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
参
加
希
望
者
は
事
前
に
大
分
県
雇
用
労
働
政

策
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
雇
用
労
働
政
策
課
労
働
相
談
・
啓

発
班
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
３
５
３

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
い
ろ
は
セ
ミ
ナ
ー

　
地
域
課
題
の
解
決
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
設

立
か
ら
実
践
ま
で
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
10
月
17
日
㈬

　
午
後
６
時
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ
　

　
パ
ト
リ
ア
日
田
市
民
活
動
室
　
ポ
ポ
ロ

■
講
師
　
学
び
の
協
働
隊

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
ひ
と
ネ
ッ
ト
代
表
理
事

　
谷
川
真
奈
美 

氏

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ョ
ブ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

　
サ
ポ
ー
ト
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
理
事
長

　
安
東
隆
行 

氏

■
申
込
期
限

　
10
月
12
日
㈮

※
申
込
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
協
働
・
男
女

　
共
同
参
画
推
進
係

　
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
６
階
）

い
ま
さ
ら
聞
け
な
い

経
営
の
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

　　
中
小
企
業
の
事
業
者
や
後
継
者
等
を
対

象
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

・
第
１
回
　
10
月
19
日
㈮
　
会
計
の
基
礎

・
第
２
回
　
11
月
16
日
㈮
　
税
務
の
基
礎

・
第
３
回
　
12
月
14
日
㈮
　
労
務
の
基
礎

・
第
４
回
　
１
月
18
日
㈮
　
財
務
の
作
成

・
第
５
回
　
２
月
15
日
㈮

　
経
営
計
画
の
基
礎

・
第
６
回
　
３
月
15
日
㈮

　
補
助
金
申
請
に
つ
な
げ
よ
う

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
３
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ

　
ン
タ
ー
２
階
　
商
談
会
議
室

■
受
講
料
　
無
料

■
募
集
数
　
15
人
程
度

※
日
田
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉘
５
５
２
０

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

第
２
回
高
校
生
「
ひ
た
ジ
ビ
エ

レ
シ
ピ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
参
加
者
募
集

　
市
内
の
高
校
に
在
籍
す
る
高
校
生
を
対

象
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ジ
ビ
エ
料
理
を
創

作
す
る
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
「
ひ
た
ジ
ビ
エ
」
の
美
味
し
さ
を
情

報
発
信
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
・
と
こ
ろ
（
大
会
日
）

　
11
月
18
日
㈰
　
午
前
８
時
30
分
〜

　
昭
和
学
園
高
等
学
校

■
参
加
要
件
　

・
レ
シ
ピ
等
の
提
出

・
調
理
時
間
は
２
時
間
以
内
等

・
大
会
日
と
次
の
日
程
に
参
加
で
き
る
こ
と

　
料
理
講
習
会
　
10
月
27
日
㈯

　
表
彰
式
　
12
月
９
日
㈰

■
募
集
数
　
10
組
（
１
組
４
人
以
内
）
　

■
申
込
期
限
　
10
月
15
日
㈪

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
ジ
ビ
エ
推
進
協
議
会
（
林
業
振

　
興
課
有
害
鳥
獣
対
策
係
内
）

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

市
民
参
加
の
森
づ
く
り
大
会

参
加
者
募
集

　
市
民
参
加
に
よ
る
森
づ
く
り
大
会
で
広

葉
樹
の
植
樹
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ
　
11
月
25
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

　
（
午
前
９
時
30
分
〜
受
付
開
始
）

　
萩
尾
市
有
林
（
萩
尾
公
園
管
理
事
務
所
横
）

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
80
人
（
先
着
順
）

※
昼
食
の
準
備
が
あ
り
ま
す
。

※
長
靴
、
雨
具
、
水
筒
等
を
持
参
し
て
作
業
の

で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
　

■
申
込
期
限
　
10
月
31
日
㈬

※
左
記
に
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

　
　
㉒
８
２
４
６

ブ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
フ
ト
体
験
in
上
津
江

　
自
然
の
中
で
、
ナ
イ
フ
ワ
ー
ク
、
シ
ェ

ル
タ
ー
設
営
な
ど
、
楽
し
く
サ
バ
イ
バ
ル

技
術
を
体
験
で
き
る
今
話
題
の
ブ
ッ
シ
ュ

ク
ラ
フ
ト
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
10
月
７
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

　
（
午
前
９
時
30
分
〜
受
付
開
始
）

　
上
津
江
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク

□
募
集
数
　
10
人

※
参
加
費
等
詳
細
は
下
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
日
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
荒
木
）

　
☎
０
７
０‐

４
４
９
１‐

５
８
１
２

　
　Kam

itue.hita.araki@
gm
ail.com

定
期
市
「
日
田
い
ち
」

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
10
月
14
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
パ
ト
リ
ア
日
田
前
中
央
公
園

※
参
加
費
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所

６
階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

□
申
込
期
限
　
10
月
10
日
㈬

問
日
田
プ
レ
イ
ス
（
山
田
）

　
☎
０
８
０
‐
３
２
２
０
‐
４
０
９
４

大
原
の
郷
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

〜
ひ
び
け
　
歌
声
〜

　
参
加
者
と
秋
の
歌
を
合
唱
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
10
月
15
日
㈪
　
午
前
10
時
〜

　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
大
原
の
郷
（
神
来
町
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ね
む
の
会
（
錦
）
☎
㉔
１
９
５
８

異
常
気
象
か
ら
命
・
財
産
・

不
動
産
を
ど
う
守
る
か
？

　
Ｏ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
「
お
天
気
コ
ー
ナ
ー
」

で
活
躍
す
る
気
象
予
報
士
が
異
常
気
象
か

ら
身
を
守
る
方
法
を
解
説
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
10
月
27
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

　
２
０
１
・
２
０
２
会
議
室
（
大
分
市
）

□
講
師
　
気
象
予
報
士
　
橋
本
正
幸 

氏

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
事
務
局

　
☎
０
９
７‐

５
３
４‐

９
３
７
７

目
指
せ
！
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
２
　

　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、
Ｂ
Ｍ
Ｘ
、
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
無
料
体
験
会
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
10
月
28
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

　
大
原
公
園
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

※
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進
事

業
補
助
金
（
若
者
枠
）
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

問
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｗ
（
髙
瀬
）

　
☎
０
９
０‐

２
０
８
６‐

８
４
４
７

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
健
康
教
室

　
二
本
の
ポ
ー
ル
（
杖
）
を
使
い
散
歩
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
10
月
31
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
総
合
体
育
館

□
参
加
費
　
無
料
（
事
前
申
込
必
要
）
　

問
日
田
市
集
落
支
援
員
（
岐
部
）

　
☎
０
８
０‐

６
４
０
３‐

８
４
２
８

募
集
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まちの話題

大きな板から本棚づくり
　８月16、17日、中津江ホールで木育教室の一環
として本棚づくり体験が行われた。上津江地区地域
おこし協力隊の荒木智雄さんを講師に、この日は
上・中津江地区の子供たち約20人が参加した。
　のこぎりや金づち等を使い、大きな板から本棚を
作った。子供たちは慣れない作業に苦労しながら、
自分の力で本棚を完成させていた。

ドローン技術で農作業があっという間！
　８月３日、上・中津江地区の農家など約30人が
参加し、ドローンによる農薬散布の実演会が行われ
た。オペレーターがドローンによる農薬散布を行う
と、参加者からは「これならあっという間に農薬が
散布できる！」といった驚きの声が上がった。導入
が実現すれば10分間で約１ｈａの農薬散布が可能
で農作業の大幅な軽減が期待される。

僕たちが盛り上げます！！
　８月12日、出口コミュニティセンターで出口青
年団主催の第18回出口夏祭りが行われた。ステー
ジでは、五馬保育園児の踊りや前津江浦和太鼓の演
奏などが披露された。出口地区の夏の恒例行事とし
て行われている夏祭りは、お楽しみ抽選会や打上花
火などもあり、地域住民や訪れた人たちで会場は盛
り上がった。

心に響く、
ふるさと
花火
　
　８月11日～
13日、18日
に天ヶ瀬橋周
辺で、天ヶ瀬
温泉ふるさと
花火が打ち上
げられた。
　花火にあわ
せ天ヶ瀬橋近
くにはテント
バーや日田地
区商工会青年
部天瀬支部のビアガーデンが出店した。
　期間中に天ヶ瀬温泉を訪れた観光客は、お酒を飲
みながら花火も見れて、いい思い出になったと喜ん
でいた。

両部門で「優良賞」を受賞！！
　８月19日、大分県消防学校で第30回大分県消防
操法大会が開催された。今年度はポンプ車の部に日
田方面団高瀬分団、小型ポンプの部に前津江方面団
第２分団が出場し、両部門ともに第３位に入り、優
良賞を受賞した。
　大会を通じて、消防団員の消防操法技術が向上
し、地域の安心・安全の強化が期待される。

教訓生かし防災力強化
　８月18日、防災シンポジウムｉｎ日田が開催さ
れた。このシンポジウムは大分大学の主催で「九州
北部豪雨災害からの教訓」をテーマに特別講演など
が行われた。九州大学の三谷教授の特別講演は行
政・住民・学の協働による災害からの復旧・復興に
ついての内容で行われ、参加者は今後の防災に生か
そうと熱心に聞き入っていた。

三隈川に遊園地現れる！
　８月25、26日の２日間、三隈川周辺を会場に第
32回筑後川フェスティバルｉｎひたと第23回リバ
ーフェスタｉｎみくま川が同時開催された。三隈川
には、ターザンロープや初登場の三隈川ウォーター
パークなどが設置され、訪れた人たちの笑い声と笑
顔で溢れていた。雨予報の中、晴天に恵まれ子供た
ちにとって夏休み最後の楽しい思い出となった。

技術の向上へ切磋琢磨
　８月19日、第38回日田市技能大会が総合体育館
で開催された。技能大会は技術の向上と技能者の育
成を図ることを目的に開催され、技能者表彰や５つ
の技能競技などが行われた。技能競技の入賞者は大
分県技能祭に日田市代表選手として出場する。同会
場内では、ものづくり体験教室も開催され、物を作
る楽しさを子供たちが体験していた。

天瀬

日田上津江
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まちの話題

筑後川でつながった交流会
　９月５日、筑後川水源地域の前津江小学校児童と
流域地域の福岡市堅粕小学校児童の「水」の交流会
が開催された。３年目を迎えたこの交流会は、７月
に前津江小学校児童が堅粕小学校を訪問した続きと
して、今回は前津小学校で開催された。
　学年別に開催された交流会では、６年生がシオジ
原生林の散策、５年生が大山ダムの見学、４年生以
下の児童は、梅木川でやまめの放流を行った。
　交流会では「水の大切さ」や「森を守り育てるこ
との大切さ」を学び、親睦を深めた。

ちょっと寄って行かんかい？
　８月16日、ＮＰＯつえ絆くらぶの事務所で、地
域活動支援員が主催する地域交流サロンが開催され
た。朝から多くの住民が立ち寄り、準備されたオセ
ロ等に興じたり、子供たちの夏休みの宿題を手伝う
などしながら、楽しいひとときを過ごした。ふらり
と立ち寄れるこのサロンは、継続して開催されてお
り、地域の人々に大変喜ばれている。

水面をスイスイ楽しいよ！
　８月11日、津江小学校放課後児童クラブの活動
で、４年生以上を対象としたカヌー教室が下筌ダム
で開催された。Ｂ＆Ｇ中津江指導者会の指導の下、
子供たちはダム湖の水質を専用キッドで検査して水
の大切さを学んだ後、カヌーで湖面に漕ぎ出した。
いつもは上から見渡すダムの景色を水面から見上
げ、一味違う夏の自然を満喫した。

地域防災の要　消防団が守ります
　９月２日、大山方面団80人が参加し、大山文化セ
ンターで夏季訓練が行われた。「まずは自分の身を
守ることが大切」と安全管理などの講義を受け、Ｉ
Ｐ無線を活用した初期消火体制の実技訓練を実施。
　現場に到着した分団が指揮をとり、各分団が連携
して川から水を中継する消火活動と消防署への引継
ぎなど、地域を守るための技術向上が図られた。

＃青空×ヒマワリイエロー
　７月下旬、小五馬のひまわり畑が満開を迎えた。
今年も住民とボランティアが協力して種をまき、草
刈りをして大切に育てたひまわり。大輪の花が咲き
誇り、猛暑の中訪れた人は、満面の笑みでシャッタ
ーを切っていた。山の緑と空の青、辺り一面に続く
鮮やかなヒマワリイエローのコントラストは、何度
も訪れたい景色だった。

はじめての羽釜ごはん
　８月21日、前津江小学校児童と柚木自治会との
交流会が行われた。交流会では、児童が薪で初めて
羽釜ごはんを炊いた。炊いたごはんで握ったおにぎ
りと味噌汁はとてもおいしく、会場は笑顔であふれ
ていた。柚木地区は福岡県うきは市に隣接している
地域で、初めて訪れる児童もいて自分たちが知らな
い前津江町の景色に興味深々だった。

大山

中津江 前津江

ハッシュタグ

かたかす

天空の里でそうめん流し
　８月18日、天空の里・あかいしゆかいくらぶが
温所湧水でそうめん流しを行った。くらぶは、地元
のすばらしい景色と集落をいつまでも存続させたい
という思いで結成された。昨年からこの場所の環境
整備と看板設置を行い、初めてイベントを開催し
た。これからも地元の宝を生かし、集落の魅力を高
める活動を続けていく。

ぬくどころ
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おいでよ！
　　おはなし会

□とき
　10月13日㈯　
　午後３時～３時30分
　10月27日㈯
　午前11時～11時30分
□ところ
　児童コーナー

食生活改善推進員さんのおすすめレシピ

<作り方>
①さつまいもの皮をむいて、１ｃｍ幅の半月切りにし、水にさらす。耐熱ボ
ウルに移してラップをし、600Ｗで４分加熱する。硬い場合は20秒ずつ追
加で加熱する。
②さつまいもが熱いうちに潰し、牛乳を加えて混ぜる。
③②にゆで小豆を加えて軽く混ぜる。
④４等分して、丸く成型する。
⑤きなこをまぶし、器に盛る。

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００

■材料■　（２人分）
さつまいも　　　　　　　100ｇ
牛乳　　　 　　　　  　小さじ２

　きなこの原材料である大豆には、「畑の肉」と呼ばれるほど良質なたんぱく質
がたくさん含まれています。また、鉄やカルシウム、食物繊維も豊富に含まれて
いるので、健康効果の大きな食品として近年期待されています。

新刊情報

ざんねんなスパイ
一條次郎／著　
新潮社

　わたしはニホーン国のエリートスパイ。だが、
どこでしくじったのだろう。市長を暗殺しにこの
街へやってきたのに、そのかれと友だちになって
しまった…。妙ちきりんで癖になる人（動）物た
ちが次々に織り成す、一大狂騒曲。
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ころころさつまいもボール

ゆで小豆　　　 　　　　　25ｇ
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昨
年
「
や
ば
け
い
遊
覧
〜
大
地
に
描
い

た
山
水
絵
巻
の
道
を
ゆ
く
」
が
日
本
遺
産

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
県
下
で
は
咸
宜
園

に
継
ぐ
２
番
目
の
認
定
で
す
。

　
今
年
は
「
耶
馬
溪
誕
生
二
百
年
記
念

祭
」
と
し
て
記
念
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
11
月
３
日
に
「
賴

山
陽
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
「
耶
馬
溪
」
の
名
付
け
親
は
江
戸

時
代
の
学
者
、
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
賴

山
陽
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
山
陽
は
若
く

し
て
江
戸
に
遊
学
し
、
そ
の
後
帰
郷
、
更

に
京
都
に
出
て
活
動
し
、
そ
の
名
声
は
広

く
九
州
に
も
伝
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
山
陽

は
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
、
39
歳
の

時
、
ほ
ぼ
１
年
を
か
け
て
九
州
を
巡
遊
し

ま
し
た
。
３
月
に
広
島
を
発
ち
太
宰
府
・

長
崎
・
熊
本
・
薩
摩
な
ど
を
回
り
、
11
月

に
日
田
に
入
り
、
お
よ
そ
１
か
月
滞
在
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
12
月
に
日
田
を
発
ち

中
津
の
僧
末
広
雲
華
を
訪
ね
ま
し
た
。
こ

の
時
「
山
国
谷
」
の
景
観
に
感
嘆
し
、
こ

れ
を
「
耶
馬
渓
」
と
呼
ん
だ
の
で
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
右
の
よ
う
な
山
陽

の
「
九
州
巡
遊
」
の
全
行
程
を
見
る
と
、

山
陽
の
「
向
学
」
の
志
の
強
さ
と
行
動
力

に
驚
嘆
の
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
各
地

に
住
む
学
者
・
文
人
を
歴
訪
し
、
あ
わ
せ

て
諸
国
の
人
情
・
風
物
を
体
感
す
る
。
そ

の
た
め
に
長
い
遊
学
の
旅
に
出
る
。
そ
れ

は
山
陽
に
限
ら
ず
、
こ
の
時
代
の
学
者
や

文
人
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
山
陽
は
日
田
滞
在
の
折
に
、
隈
町
に
宿

を
と
り
、
淡
窓
の
門
人
、
館
林
清
記
の
案

内
で
咸
宜
園
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
淡

窓
は
37
歳
。
山
陽
よ
り
２
つ
歳
下
で
し

た
。
山
陽
は
日
田
滞
在
中
、
淡
窓
と
会
い

酒
を
酌
み
交
わ
し
ま
し
た
。
こ
の
時
２
人

が
交
わ
し
た
詩
が
『
懐
旧
楼
筆
記
』
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
淡
窓
は
初
対
面
の
山
陽
に
つ
い

て
、
必
ず
し
も
良
い
印
象
を
持
て
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。
淡
窓
が
同
時
代
の
儒
学
者

た
ち
を
論
じ
た
「
儒
林
評
」
で
山
陽
に
つ

い
て
こ
う
述
べ
て
い
ま
す
。

「
子
成
（
山
陽
）
ハ
才
ヲ
恃
ミ
テ
傲
慢
ナ

リ
。
貧
ツ
テ
礼
ナ
シ
。
故
ニ
少
年
ノ
時
、

其
国
ニ
容
レ
ラ
ル
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
シ
テ
出

亡
セ
リ
。
海
西
ニ
遊
ビ
シ
時
ハ
、
年
四
十

ニ
近
カ
リ
シ
モ
、
至
ル
処
、
人
ニ
悪
マ

レ
、
其
地
ヲ
逐
ハ
レ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
。
京
師

ニ
於
テ
モ
、
偏
ク
毀
リ
ヲ
得
タ
ル
由
ナ

リ
。
」
と
。

　
し
か
し
、
そ
の
上
で
「
然
レ
ド
モ
其
才

ハ
実
ニ
秀
逸
ナ
リ
。
」
と
述
べ
、
山
陽
の

詩
人
、
文
人
と
し
て
の
才
能
を
高
く
評
価

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
人
間
的
に

問
題
が
あ
っ
て
も
文
才
に
秀
で
た
人
は
漢

土
（
中
国
）
に
は
数
多
く
い
る
の
で
、
向

こ
う
の
人
は
こ
れ
を
別
段
不
思
議
と
は
し

な
い
が
、
日
本
で
は
書
を
読
む
に
あ
た
っ

て
、
作
者
の
人
柄
・
振
る
舞
い
を
問
題
と

す
る
風
が
あ
る
。
よ
っ
て
山
陽
の
よ
う
な

人
は
な
か
な
か
世
に
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
。
何
と
も
惜
し
い
こ
と
だ
と
淡
窓
は
言

っ
て
い
ま
す
。
要
す
る
に
淡
窓
は
山
陽
の

人
柄
に
は
違
和
感
を
持
ち
な
が
ら
も
、
そ

の
才
能
を
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
す
。

　
ち
な
み
に
山
陽
に
日
田
で
淡
窓
に
会
う

よ
う
に
勧
め
た
の
は

豊
後
竹
田
の
画
人
、

田
能
村
竹
田
で
し
た
。

次
回
は
、
こ
の
田
能

村
竹
田
と
淡
窓
の
交

わ
り
に
つ
い
て
見
て

い
き
ま
す
。

世界遺産登録を目指す「咸宜園」　－近世日本の教育遺産として－（人物編２）　
　　淡窓・咸宜園と交流のあった文人・墨客たち①

たんそうさん

賴山陽
賴山陽史跡資料館蔵

問世界遺産推進室（咸宜園教育研究センター内）☎㉒０２６８

ぼっかく

す
え
ひ
ろ
う
ん
げ

せ
い
き

じ
ゅ
り
ん
ひ
ょ
う

た
の
む
ら
ち
く
で
ん

ら
い

さ
ん
よ
う

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前９時～午後７時（日曜日・祝日は午後６時まで）

  

大好き図書館！

2018秋の読書週間イベント
　秋の読書週間イベントの参加者を募集します。電話又は
窓口でお申し込みください。（先着順）

心の架け橋

　障がい児や障がい者の皆さんが住み慣れた地域で、
自分らしく安心して暮らせるように、様々な法律や制
度が作られています。これまでご紹介した「障害者差
別解消法」や「障害者虐待防止法」などはその一例で
す。今回は「成年後見制度」についてお話しします。
　成年後見制度は、認知症、知的障がいや精神障がい
などで判断力に困難のある人が、金銭や資産の管理な
どにおいて不利益を被らないように後見人を定めて、
不十分な判断能力を補うための制度です。
　後見人は、本人や配偶者、親族（４親等以内）、市
長などの申し立てによって、家庭裁判所が選任を行い
ます。家庭裁判所は、本人の状況に応じて、最も適し

ていると考えられる人を後見人に選びます。選ばれた
後見人は、本人の財産や権利を守るために、保護や支
援を行います。
　悪徳商法や消費トラブルなどが起こった際も、制度
を利用することで障がい者の皆さんを守ることができ
ます。成年後見制度は、安心と安全のための大切な制
度です。制度についての分かりやすいパンフレットが
発行されています。パンフレットは、全国の家庭裁判
所の窓口で配布されているほか、裁判所ウェブサイト
内の後見ポータルサイトに掲載されていますので、ご
覧ください。

成年後見制度～障がい者の権利を守る～

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０

コ ラ ム

ガムテープでバッグを作ろう
■とき　午後２時～４時
■募集数　20人

10月27日㈯ 0101 10月28日㈰ 0202

11月３日㈷ 0303
11月４日㈰ 0606

11月３日㈷ 0404

フワフワを守り隊来館！殺処分
ゼロ活動について考えてみよう
■とき　午後２時30分～４時
※申込み不要。

１日何でも保健相談会
■とき　午前10時～午後４時
■内容
　健康相談、栄養相談、
　子育て相談、がん相談
※申込み不要。

体験ヨガ教室
■とき　午前11時～正午
■募集数　15人

豆本を作ろう
■とき　午後２時～４時
■募集数　15人

10月27日㈯～11月９日㈮ 0505
図書リサイクル会
■とき　開館から閉館１時間前まで
※本が無くなり次第終了します。

募集開始
10月10日㈬～
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成30年８月31日現在） 

■人口　
　66,027人
　（前月比-52人）
・男　31,249人
・女　34,778人
■世帯数
　27,334世帯

　★親と子の運動会
　場所：中城体育館
　12日㈮　10:00～
　★チャレンジキッズ
　17日㈬　15:30～
　★子育て講演会
　26日㈮　10:30～12:00
　場所：中央児童館
　せいまお兄さんと遊ぼう
　31日㈬　11:00～

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設　10月の主な催し　　

　万顔旗作り
　２日㈫～５日㈮　10:30～11:30
●ハロウィン制作
　　24日㈬　10:30～11:30
　　27日㈯　10:30～11:30
　すくすく相談
　栄養士によるおやつの試食会
　26日㈮　10:00～11:30
※母子健康手帳を持参してください。

大山児童館　☎52２９０１ まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

９:00～16:30
日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

●ハロウィン制作　
　　13日㈯　10:30～
　　17日㈬　10:30～
　空気砲を作ろう
　27日㈯　10:30～
　お話し会
　31日㈬　10:30～

●せいまお兄さんと遊ぼう
　９日㈫　10:00～11:00
●お誕生会
　16日㈫　10:00～12:00
●おしゃべりタイム
　23日㈫　10:00～12:00

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

★運動会に参加しませんか
　14日㈰　10:00～　※募集数30人。
　場所：咸宜小グラウンド
★みらい塾ＰＡＭ～林工生との交流～
　23日㈫　10:00～
★イクメンサタデイ③
　～秋の遠足に行きましょう～
　27日㈯　10:30～
※募集数12世帯。

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★親と子の運動会
　12日㈮　10:00～
　場所：中城体育館
★子育て講演会
　26日㈮　10:30～12:00
　場所：中央児童館
●お誕生会
　29日㈪　11:00～12:00
※誕生者は10:30までに来てください。

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５
●ファーストパパママ＆
　わらべうたマッサージ
　16日㈫　13:30～15:00
●プレママクラブ
　17日㈬　13:30～15:00
●リトミック
　22日㈪　11:30～12:00
★ハロウィンパーティ
　31日㈬　10:00～12:00

乳

乳

乳

乳

乳

乳

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

　12月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。
　11月１日までにお申し込みください。（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
※以前、掲載されたお子さんは対象外です。
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

  （２歳・殿町）

ゆいか
工藤唯可ちゃん

こうき
中嶋聖樹ちゃん
（２歳・上津江町川原）

　お子さまに合わせた予防接種スケジュール
を自動で作成し、接種日が近づくとメールで
お知らせします。
　登録は無料です。是非ご活用ください。

「日田市子育て情報ナビ」
　二次元コード

小

小

乳

乳

小

小

かれん
梅田華蓮ちゃん
（１歳・田島町）

あゆむ
平川 歩ちゃん
（１歳・上城内町）

長尾麻央ちゃん
（３歳・丸の内町）

ま お
足立 葵ちゃん
（３歳・清水町）

あおい つむぎ
久保田 紬ちゃん
（３歳・田島１丁目）

ひろひと
梅木宏仁ちゃん
（３歳・丸山２丁目）

こうめ
財津心梅ちゃん
（３歳・天神町）

いくと
佐藤郁斗ちゃん
（１歳・天瀬町桜竹）

ゆいと
久保田結人ちゃん
（１歳・田島１丁目）

　　　村上すずなちゃん
（１歳・吹上町）

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

天瀬児童館　☎57８９２２

日田市
子育て情報ナビ

H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ10
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▲案内サイン ▲誘導サイン

天領日田トレイル駅伝2018開催

▼ところ　萩尾公園内

▼コース概要
・距離　　１周 2.1ｋｍ
・標高差　90ｍ　　
※徒歩で１周30～40分程度です。
※公園内に案内サインを５か所、
コース上に誘導サインを９か所
設置しています。

　萩尾公園には、ケヤキやヤマザクラなど広葉樹
の森林約30ｈａが広がっています。
　この森林を気軽に体験してもらうため、遊歩道
の一部に「萩尾の森トレイルコース」を設定し、
コースの案内・誘導サイン（看板）整備を行いま
した。ウォーキングやランニングなど健康づくり
や体力づくりに活用し、心も体もリフレッシュし
てみませんか。

　「萩尾の森トレイルコース」を周知し、利用していただくことを目的
に開催します。みなさんのご参加をお待ちしています。

「萩尾の森トレ
イルコース」

　　　　　　　
オープン！！

問天領日田トレイル駅伝 2018大会事務局
　（㈲ユニバーサルフィールド内）☎０８０-２７８３-７７１４
　林業振興課森林整備係☎㉒８２１２（市役所３階）

参加賞は、
温泉入浴券や
日田の特産品！

日田盆地を
一望

▼ゲスト
　  荒木宏太 氏
（アシックストレ
イルランナー）

ところ 萩尾公園内12月16日㈰　午前９時30分スタート
（午前８時から受付開始）

とき

▼内容
①駅伝　３ｋｍ×４周（参加料2,000円/人）　
※１チーム４人で走るチーム戦。
②キッズレース　３ｋｍ×１周（参加料1,000円/人）
※小学生のみを参加対象とする個人戦。
※いずれも参加料には、スポーツ傷害保険料、参加賞、
　エイドステーション、軽食を含んでいます。

▼申込方法　エントリーサイトからの申込み
※詳細はホームページ（http://universal-field.com）
　又は右記にお問い合わせください。

▼申込期限　11月26日㈪

市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て

　
こ
の
コ
ラ
ム
を
書
き
始
め
て
７
年
が
経
ち
ま
す
。
振
り

返
る
と
「
災
害
」
関
係
の
文
章
の
多
い
こ
と
に
、
我
な
が

ら
災
害
と
の
対
応
に
追
わ
れ
た
７
年
間
だ
っ
た
な
…
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
今
年
に
入
っ
て
も
、
７
月
豪
雨
を
は
じ
め
、
台
風
21

号
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
と
未
曾
有
の
大
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
以
前
、
今
後
の
台
風
は
「
ハ
リ
ケ
ー
ン
で

言
う
レ
ベ
ル
５
（
風
速
60
メ
ー
ト
ル
）
の
上
陸
が
予
想
さ

れ
て
い
る
」
と
の
事
を
お
知
ら
せ
し
て
い
た
の
で
す
が
、

ま
さ
か
今
年
、
同
様
の
台
風
が
上
陸
す
る
と
は
…
。

　
私
た
ち
を
取
り
巻
く
自
然
環
境
は
、
明
ら
か
に
大
き
く

様
変
わ
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
抗
う
事
の
出
来
な
い
自
然
災
害
に
向
き
合
う
時
、
私
た

ち
の
社
会
も
こ
れ
ま
で
の
暮
ら
し
方
、
安
全
へ
の
配
慮
な

ど
、
真
剣
に
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ

て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
「
茹
で
蛙
の
法
則
」
と
言
う
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
２
匹
の
蛙
を
用
意
し
、
一
方
は

熱
湯
に
入
れ
、
も
う
一
方
は
緩
や
か
に
昇
温
す
る
水
に
入

れ
る
。
す
る
と
前
者
は
直
ち
に
熱
湯
か
ら
脱
出
し
、
生
き

延
び
る
。
も
う
一
方
の
蛙
は
、
水
温
の
上
昇
を
知
覚
出
来

ず
に
死
ん
で
し
ま
う
…
と
言
う
話
で
す
。

　
身
に
迫
る
危
機
や
変
化
を
、
い
ち
早
く
気
付
き
速
や
か

に
対
応
し
な
け
れ
ば
、
先
の
蛙
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
今
、
私
た
ち
が
も
う
一
度
見
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
災
害
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の

体
の
こ
と
、
家
族
の
こ
と
、
地
域
の
変
化
な
ど
、
た
く
さ

ん
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
一
度
に
全
て
の
こ
と
を
…

と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
冷
静
に
見
直
す
こ

と
、
再
確
認
す
る
こ
と
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
先
日
、
こ
の
よ
う
な
文
章
を
拝
見
し
ま
し
た
。
日
本
人

は
「
茹
で
蛙
」
で
あ
る
。
「
景
気
が
悪
い
」
「
こ
の
ま
ま

で
は
マ
ズ
イ
」
と
言
い
な
が
ら
、
行
動
で
き
な
い
日
本
人

は
茹
で
蛙
だ
。
こ
の
ま
ま
大
丈
夫
だ
。
ま
だ
大
丈
夫
だ
。

こ
う
思
う
人
は
必
ず
負
け
る
。
現
状
に
安
堵
せ
ず
、
変
化

を
恐
れ
る
こ
と
な
く
活
路
を
見
出
そ
う
…
と
。
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